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　　As Taihu stones（deformed limestones）were considered 
one of the symbols of China, so those were painted in Japanese 
paintings. Classifying by the way of placing the Taihu stones in 
old Japanese paintings, we can find the way to use the Taihu 
stones in Chinese garden as following.
　　1）“Shinü -tu（仕女図）” painted in the Tang-dynasty, 8th 
Century, shows they placed small stones in a garden, but we can 
see that the Taihu stones took place of the small stones from 
Japanese painting “Torige-ritsujo-no-byobu（鳥毛立女屏風）” . 
I assume that they use bigger Taihu stones in their garden to 
enjoy watching from “Qixian-tu（七賢図）” painted in Chinese 
Tang-dynasty, 9th Century. 
　　2）In the “Bada-chunyun-tu（八達春遊図）” painted in 10th 
Century, they place one huge Taihu stone in their garden. From 
the Japanese painting “E-inga-kyo（絵因果経）” in 8th Century, 
I guess they put a Taihu stone, which is as tall as a human, in 
the main place of the garden.
　　3）In “Longchi-jingdu-tu（龍池競渡図）” painted in the Yuan–
dynasty, 14th Century, we can see big Taihu stones both left 
and right side of the palace.  But it was imaged from the old 
palace of old paintings. From the Japanese paintings “Kegon-
shuso-eden（華厳宗祖師絵伝）” and “Toseiden-emaki（東征伝
絵巻）” painted in the 13th Century, we can see they placed a 
Taihu stone in front of the palace in Song Dynasty（960-279）. 
I assume that they placed Taifu stones in their garden first and 
then they started to place the Taihu stones in front of their 
palace.
　　4）From “Qianlongdi-ji-fei-guzhuang-xiang（乾隆帝及妃古装像）” 
painted in Qing Dynasty,18th Century, we can see that they put 
Taihu stones in a pond of their garden. “Sancai-tangwu（三彩堂
屋）”, a miniature made in 8th Century, shows that they built a 
pond at the front of the building and placed big stones at the 
front of the mountain. In “Genjo-sanzo-e（玄奘三蔵絵）” painted 
in 13th Century in Japan, there is a big Taihu stone beside the 
pond built next to Xuanzang’ s father’ s house. It means it 




























　秦の始皇帝（前 246 〜 210 在位）は『元和郡県図志（巻 1）』に
よると、帝都咸陽（かんよう）の近くに渭水（いすい）から水を引
いて蘭池を掘り、池中には蓬莱山を造り、石製の鯨の像を置い














　南朝の宋の文帝（424 〜 453 在位）は、帝都建康（南京）の宮城
内に魏と同名の華林園を造営して、やはり同名の天淵池と景陽
山を築いている。北魏の孝文帝（471 〜 499 在位）は、魏の華林
園の天淵池を改修して九華台の上に清涼殿を建て、次の宣武帝









































る 7）。太湖石を 5 個しか持って帰らなかったのは不思議なのだが、
自然の山岳の光景を凝縮したような太湖石の形を白居易は好ん
だのだろう。
　北宋の徽宗（きそう、1100 〜 1125 在位）は、程倶の『採石賦（ふ）』
によれば、首都の汴京（べんけい、開封）に景霊西宮を造営する
ために、太湖の包山から太湖石 4,600 個を採ったという。さらに
政和 7 年（1117）から宣和 4 年（1122）にかけては、汴京で上清宝

































































（３）五代（907 〜 960 年）の絵画
　五代の趙嵒（ちょうがん）の「八達春遊図」（台北蔵）には、異
様な形の巨大な太湖石が 1 石だけ据えられた庭で、8 人の男たち
が鞭を振るって馬に乗っている姿が描かれている［図 1］15）。馬
を走らしているのだから、庭園というよりも宮殿の広場だろう
か。三国魏（220 〜 265）の諸葛誕・夏侯玄ら 8 人を指すという説































































































































































































































































　太湖石はさまざまな場面に登場している。巻 1 第 1 段の玄奘
父陳慧の邸内には、建物に接して掘られた園池の岸に、屋根に
届きそうなほどの大きな太湖石が据えられていて、背後には花
木が添えられている［図 10］。巻 2 第 6 段の高昌国王の麹（きく）
文泰の宮殿では、太湖石の上部に異様な獅子のような首が描か
れ、巻 3 第 6 段の梵衍国の寺院では、太湖石の上部が加工され
て手水鉢（ちょうずばち）になっている。
　さらに巻 4 第 3 段のアシュカラ寺の僧坊では、基壇の手前に
小ぶりの 4 個の太湖石が並べて置かれ、バショウやササや草花








　巻 7 第 3 段ではナーランダー寺の建物横の太湖石は、3 石が
バランスよく配置されているが、同巻第 5 段で同じ寺の建物を
描いた場面では、太湖石は皺を付けたおだやかな描き方に一変
している。だが、巻 10 第 4 段の洛陽宮の皇帝の御殿内の写経を
している建物の横には、コケのはえた太湖石が仕切りとして置
かれ、巻 12 第 6 段の西明寺の僧房横には、草花が咲いた人間の
背丈ほどの太湖石が描かれている。
　太湖石の描き方からすると、巻 7 第 3 段までは同一人物の作
に見える。しかし、巻 7 第 5 段の太湖石は皺がある独自な描法





























































図 10　『玄奘三蔵絵（巻 1 第 1 段）』（13 世紀後半）




























































































2,500 円で最高が 7,000 円、中国・台湾側の銀行は 100 ドルを超
えると 10 ドルかかることがわかった。小額の送金の場合は、手
数料の方が高くなりかねない。為替（かわせ）の方が安いが、い
つ着くかわからないし、相手に届かない恐れもある。
　台湾の故宮博物院は 5 回メールを送ったあとに送金して承諾
をもらえたが、北京の故宮博物院は契約書を取り交わす必要が
あり、手続きが煩雑でなかなか許可が取れなかった。承諾をも
らうまで 10 回ほどのやり取りをして、論文を書く以上の労力を
費やすことになった。
　非売品の学術論文については、図の転載は無料という国際協
定を結べないものだろうか。
